
つ

め

て

み

よ

う

観

て

み

よ

う

見
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小
さ
い
子
ど
も
た
ち
は
、
私
の
こ
と
を

お
ま
わ
り
さ
ん
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ

ト コ ブ シ 明日の資源を大切に

広報／たてやま

シ
リ
ー
ズ市民市民
シ
リ
ー
ズ

男 24,909（92） 女 26,731（37）

世帯数21,183（133）　（　） 内は前月比

●５月1日の人口／総人口51,640（129）

▲天然の母貝

神谷百子
マリンバリサイタル

とき／６月７日（土）午後２時開演

ところ／南総文化ホール(小ホール）

料金／一般 3,500 円

　　(安房郡内小中高校生は無料）

前売券／南総文化ホール、松田屋

　　　　楽器店、カミヤマ、館山

　　　　駅前観光案内所、宮沢書店

問合せ／館山音楽鑑賞協会事務局

　　　（生涯学習課内） !22－3698

「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
子
ど
も
た

ち
に
剣
道
を
教
え
、
そ
の
子
た
ち

が
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
と
館

山
交
通
安
全
協
会
の
交
通
指
導
員

を
引
き
受
け
た
の
は
、
昭
和
36
年

で
し
た
。
昭
和
50
年
か
ら
、
市
の

交
通
指
導
員
も
引
き
受
け
、
か
れ

こ
れ
40
年
、
生
活
の
一
部
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
私
が
制
服
を
着
て
い
る
の
で
、

幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
に
『
お
ま

わ
り
さ
ん
だ
』
な
ん
て
言
わ
れ
る

ん
で
す
よ
。

　
昔
に
比
べ
、
子
ど
も
も
ず
い
ぶ

ん
減
っ
て
き
ま
し
た
。
逆
に
車
の

通
行
量
は
増
え
て
い
ま
す
ね
。
こ

こ
は
ス
ピ
ー
ド
も
出
る
ん
で
す

よ
。
少
な
い
子
ど
も
が
事
故
に

あ
っ
た
ら
大
変
で
す
か
ら
ね
。
そ

の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
こ
こ
（
九
重
地

区
公
民
館
前
の
横
断
歩
道
）
で
の
横

断
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　
子
ど
も
た
ち
に
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
わ

れ
た
と
き
が
、
本
当
に
う
れ

し
い
で
す
ね
。
子
ど
も
た
ち

が
好
き
だ
か
ら
、
長
く
や
っ

て
こ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
体
力
の
続
く
限
り
、
続
け

て
い
き
た
い
で
す
ね
」

（
話
は
、
市
交
通
指
導
員
を

15

期
続
け
る
最
古
参
の
１

人
。
九
重
地
区
の
近
藤
好
雄

（
79
）
さ
ん
）

　
昭
和
50
年
発
足
。
２
年
任
期
で

こ
の
４
月
か
ら
15
期
目
が
ス
タ
ー

ト
。
28
人
が
担
当
地
区
で
、
児
童

生
徒
の
登
校
時
に
、
い
わ
ゆ
る
交

通
危
険
箇
所
で
交
通
指
導
に
あ

左から市交通指
導員の石井博さ
ん、近藤さん、
交通安全協会指
導員の小柴一博
さん

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

市
交
通
指
導
員

た
っ
て
い
る
。
活
動
日
は
、
毎
月

10

日
（
交
通
安
全
の
日
）
と
20

日

（
ク
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
の
日
）
近
辺
の

月
に
２
回
。
近
藤
さ
ん
の
よ
う
に

交
通
安
全
協
会
の
指
導
員
も
兼
ね

て
い
る
人
も
多
く
、
月
に
５
日
か

ら
６
日
間
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

（
各
地
域
の
市
交
通
指
導
員
は
８

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

ぬ
る

　
水
温
む
春
の
大
潮
時
、
待
っ
て
い

た
磯
漁
が
解
禁
に
な
っ
た
。
数
あ
る

獲
物
の
う
ち
で
も
一
番
人
気
は
ト
コ

ブ
シ
だ
ろ
う
。
季
節
の
味
と
し

て
分
け
て
も
ら
う
の
が
楽
し
み

だ
っ
た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
毎
年

の
よ
う
に
「
今
年
は
少
な
い

よ
」
と
い
う
声
が
返
っ
て
く

る
。
こ
れ
で
は
大
変
と
、
昨
年

の
８
月
、
禁
漁
区
と
し
て
良
く

管
理
さ
れ
た
漁
場
と
一
般
漁
場

と
で
ト
コ
ブ
シ
の
生
息
状
況
の

調
査
を
行
っ
た
。
一
定
区
域
内

で
見
つ
か
る
全
て
の
ト
コ
ブ
シ

を
測
定
し
、
殻
長

ひ

ん

ど

と
個
体
数
の
頻
度

を
表
わ
す
グ
ラ
フ

に
し
て
み
た
と
こ

ろ
、
両
漁
場
の
違
い
が
は
っ
き
り
現

れ
た
。
禁
漁
区
で
は
65
～
70
㎜
を

中
心
に
し
た
二
つ
の
山
が
見
え
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
一
般
漁
場
で

は
40
㎜
以
上
の
個
体
が
わ
ず
か

し
か
見
ら
れ
ず
、
子
供
を
残
せ
る

親
が
殆
ど
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
こ
れ
で
は
明
日
の
資

源
は
望
め
な
い
。
県
の
漁
業
調
整

規
則
で
、
55
㎜
（
親
に
な
る
サ
イ

ズ
）
以
下
の
個
体
は
取
っ
て
は
い

け
な
い
と
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
再
確
認
し
て
ほ
し
い
。

　
他
の
明
る
い
話
題
に
移
ろ
う
。

人
工
採
苗
を
自
ら
体
験
し
て
資
源

保
護
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
漁
民
組

合
か
ら
の
要
請
が
あ
り
、
有
志
が
４

年
前
か
ら
本
学
実
習
場
で
職
員
の
指

導
を
受
け
て
ト
コ
ブ
シ
や
ア
ワ
ビ
の

人
口
採
苗
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ

う
し
た
努
力
と
決
め
ら
れ
た
規
則
を

守
る
事
に
よ
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
楽

し
め
る
海
の
資
源
を
守
っ
て
い
き
た

い
も
の
で
あ
る
。
（
東
京
水
産
大
学

助
教
授
　
小
池
康
之
）

一般漁場

禁漁区

（個）

10  15  20  25  30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90

(殻長 mm）

（2002年8月調査）

人口採苗に
取組む地元
有志と職員

子どもたちを守って28年 交通指導員子どもたちを守って28年 交通指導員

お知らせ
15年度予算を公表
昨年度の情報公開実績
戦争、新エネ、男女共同参画の
　　　　　　　方策まとまる

お知らせ
15年度予算を公表
昨年度の情報公開実績
戦争、新エネ、男女共同参画の
　　　　　　　方策まとまる
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　1 5 年度の当初予算の概要をお知らせします。

　今年度は、3年目となる「館山市総合計画」に位置づけられた各種施策の着実な推

進を図りながら、厳しい財政状況の中で、市民生活の様々な課題に的確に対応できる

よう、編成しました。

　一般会計の予算規模は、1 5 7億円で、前年度比マイナス8.5％、1 4億6,600万円の

一般 会計当初予算 157億円

　歳入のトップは、市税の57億9, 141万円。

前年度より1. 8％の減を見込んでいます。

　これを市民１人あたりにすると1 1万

2, 431円、１世帯当たりでは27万5, 126円に

なります。

　次いで、地方交付税が35億円。市債が10億

4, 180万円となっています。

　使い道が特定されず、市独自の政策に使

える市税や地方交付税などの一般財源は、

124億2, 497万円で、歳入の79. 1％。

　一方、国や県支出金、市債など道路整備や

教育、福祉などに使い道が決められている

特定財源は、32億7, 503万円で、歳入の20. 9

％となっています。

民生費が25.7％でトップ

１人あたり30万4,789円

市税がトップ

１人あたりの市税負担額は11万2,431円

　歳出では、民生費がトップで全体の25. 7

％を占めています。そのうち、生活扶助など

の生活保護扶助費に8億7, 304万円、 福祉手

当などの障害者等扶助に５億1, 991万円な

ど、医療・福祉の充実を図ります。

　全体の13. 8％を占める衛生費は、合併処

理浄化槽設置補助や清掃センター煙突補修

などを行います。

　土木費は、全体の12. 3％。道路や橋りょう

の新設や改良に4億3, 439万円、下水道事業

特別会計への繰出金７億1, 883万円など、都

市基盤の整備を行います。

歳出 固 定 資 産 税
市 民 税
都 市 計 画 税
市 た ば こ 税
軽 自 動 車 税
特別土地保有税
入 湯 税

計

26億6, 365万円
20億7, 666万円
5億5, 925万円
4億　397万円

8, 508万円
57万円

223万円
57億9, 141万円

⑤市債
10億4, 180万円

⑥県支出金
６億6, 230万円

地方消費税交付金
使用 料・手数 料
分担 金・負担 金
そ の 他

計

4億4, 000万円
3億5, 021万円
1億8, 490万円
10億6, 271万円
20億3, 782万円

⑨その他
商工・議会などに
７億7, 107万円⑧農林水産業費

農林水産業の振興に
５億1, 469万円

⑦消防費

８億5, 860万円

消防活動に

19億8, 196万円
借入金の返済に

19億5, 926万円

一般的事務に使われるもの
どの費用にも該当しないもの

14億8, 797万円

学校教育・
社会教育の充実に

21億6, 967万円

歳 出 歳 入
157億円

②地方交付税
35億円

歳入

平成1 5 年度

←特別会計は次のページです。

③公債費

　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
修
繕
（
１

千
60 0
万
円
）
／
自
動
車
排
出
ガ
ス

に
起
因
す
る
大
気
汚
染
を
改
善
す

る
た
め
、
千
葉
県
条
例
等
の
排
出

基
準
を
満
た
さ
な
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル

自
動
車
に
排
ガ
ス
浄
化
装
置
を
装

着
し
ま
す
。

　
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

具
体
化
検
討
調
査
事
業
（

9 1 8

万

円
）
／
「
館
山
市
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
位
置
付
け
た

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
の
検

討
調
査
を
し
ま
す
。

　
館
山
港
交
流
拠
点
基
礎
調
査
委

託
料
（

1 7 8
万
円
）
／
「
館
山
港
港

湾
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
よ
る
、
館

山
港
の
交
流
拠
点
と
し
て
必
要
な

機
能
や
配
置
計
画
な
ど
の
概
略
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　
ウ
ミ
ホ
タ
ル
生
息
状
況
調
査
委

託
料
（

1 4 7
万
円
）
／
館
山
湾
に
お

け
る
ウ
ミ
ホ
タ
ル
の
生
息
状
況
を

把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
行
い
ま

す
。

　
市
町
村
合
併
法
定
協
議
会
負
担

金
（
３
千

360
万
円
）
／
市
町
村
合

併
に
向
け
て
、
合
併
に
関
す
る
協

議
・
事
務
事
業
調
整
を
効
率
よ
く

進
め
る
た
め
設
置
し
た
『
合
併
協

議
会
』
の
経
費
を
関
係
市
町
村
で

負
担
し
ま
す
。

　
海
洋
深
層
水
事
業
（
１
千

30 2
万

円
）
／
館
山
沖
の
海
洋
深
層
水
を

取
水
し
、
利
用
に
つ
い
て
の
調
査

を
行
い
ま
す
。

　
漁
業
観
光
拠
点
整
備
事
業
補
助

金
（

1 23
万
円
）
／
伊
戸
地
区
の
観

光
農
漁
業
拠
点
整
備
事
業
の
推
進

に
対
し
助
成
し
ま
す
。

き
ょ
う
り
ょ
う

　
橋
梁
整
備
事
業
（
１
億
３
千
4 5
万

円
）
／
二
中
近
く
の
要
橋
な
ど
市
内

の
橋
梁
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　
桟
橋
維
持
管
理
事
業
（
１
千

1 0 2

万
円
）
／
館
山
桟
橋
の
耐
久
度
調

査
や
那
古
桟
橋
の
補
修
工
事
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

　
赤
山
地
下
壕
安
全
確
認
調
査
等

管
理
事
業
（

4 32
万
円
）
／
赤
山
地

下
壕
の
坑
道
の
安
全
性
を
確
認
す

る
調
査
、
解
析
を
行
い
、
危
険
箇

所
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　
移
動
図
書
館
車
購
入
事
業
（
１

千
28 8
万
円
）
／
各
地
区
を
巡
回
し

て
い
る
、
移
動
図
書
館
車
を
更
新

し
ま
す
。

　
総
体･

国
体
事
業
（

5 4 4
万
円
）

／
平
成
22

年
度
開
催
予
定
の
国

体
、
平
成
17
年
度
開
催
予
定
の
高

校
総
体
の
剣
道
会
場
の
受
入
体
制

整
備
を
図
り
ま
す
。

157億円

③国庫支出金
15億186万円

④繰入金
11億6, 481万円

⑦その他

①市　税

⑤土木費

19億2, 429万円

道路など
都市基盤整備に

①民生費
福祉を増進する
ためなどに

40億3, 249万円

②衛生費

清掃・予防衛生・
上水道整備などに

④総務費

⑥教育費

前年度比マイナス8.5％
1 4 億6, 60 0 万円の減

減となりました。

　特別会計は、６つの会計で1 5 7億3,2 71万

円で、前年度比5 .3％、7億8,5 2 0万円の増

となり、一般会計と特別会計を合わせた総額

は、31 4億3,2 71万円で、前年度比マイナス

2 .1 ％、6億8,080 万円の減となりました。

　新規主要事業の概要は次のとおりです。

（　）は予算額です。

　問合せ／財政課財政係（! 2 2 ―32 9 1 ）今年度工事が予定されている要橋

新
規
主
要
事
業
の
概
要



　
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、歳
入
歳

出
と
も
に
29
億
５
千
859
万
円
で
す
。

　
歳
出
で
最
も
多
い
の
が
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
支
払
い
に
あ
て
る

保
険
給
付
費
で
、27

億
４
千
573

万

円
。歳
入
で
は
、支
払
基
金
交
付
金

が
最
も
多
く
、８
億
９
千
235
万
円
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
以
外
の
災
害
を
受
け

た
学
童
を
救
済
す
る
た
め
に
、見
舞

金
の
財
源
と
し
て
の
基
金
を
積
み

立
て
る
も
の
で
、歳
入
歳
出
と
も
に

164

万
円
で
す
。

　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、9
億

９
千
561
万
円
で
す
。第
2
期
事
業
と

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
汚
水
管
渠

の
実
施
設
計
、築
造
工
事
を
行
い
ま

す
。ま
た
、鏡
ケ
浦
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別

会
計
は
、10
億
２
千
457
万
円
で
す
。

歳
出
で
は
、公
設
地
方
卸
売
市
場
建

設
工
事
な
ど
を
行
い
、歳
入
で
は
、

一
般
会
計
繰
入
金
１
億
７
千
279

万

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４
・
３
％
増
の
20

億
３
千
570

万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
年
寄
り
を
対
象
に
し
た
老

人
保
健
特
別
会
計
は
、58

億
４
千

834
万
円
。歳
出
の
97
・
６
％
が
医
療

費
で
、57

億
991

万
円
。歳
入
は
、国

民
健
康
保
険
、
社
会
保
険
な
ど
か

ら
の
拠
出
金
や
、
国
、
県
、
市
か
ら

の
支
出
金
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

　
対
象
は
、昨
年
10

月
の
制
度
改

せら知お
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特
別
会
計
は
157
億
3
千
271
万
円

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

は
、
歳
入
歳
出
と
も
に
49

億
396

万

円
、
前
年
度
と
比
べ
、
２
億
２

千
579

万
円
、４
・
８
％
の
増
で
す
。

　
歳
出
で
最
も
多
い
の
が
、
医

療
費
の
支
払
い
に
あ
て
る
保
険

給
付
費
で
、30

億
２
千
873

万
円
。

歳
入
で
は
、
加
入
者
が
納
め
る

国
民
健
康
保
険
税
が
全
体
の
41
・

5

％
と
最
も
多
く
、
前
年
度
比

　　　　　 平成15年度特別会計

快
適
な
居
住
環
境
に

　
　
　
　
　
下
水
道
事
業

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
27
億
円

　
　
　
　
　
　
介
護
保
険

 

老
人
医
療
に
57

億
円

　
　
　
　
　
　
老
人
保
健

 

医
療
費
に
30

億
円

　
　
　
　
国
民
健
康
保
険

正
に
よ
り
、原
則
75

歳
以
上
の
お

年
寄
り
と
65

歳
以
上
で
一
定
の

障
害
を
持
つ
人
で
、
９
千
620

人
の

見
込
み
で
す
。
１
人
あ
た
り
の
医

療
費
は
59

万
４
千
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

学
童
災
害
共
済
事
業

　
特
別
の
目
的
を
も
っ
て
、
独
立
採
算
で
運
営
さ
れ
る
特
別
会
計
。

　
今
年
度
は
、
次
の
６
つ
の
会
計
に
な
り
ま
す
。

会　計　名

国民健康保険

老人保健

介護保険

学童災害共済事業

下水道事業

公設地方卸売市場事業

　　合　　計

  予　算　額

49億　396万円

58億4,834万円

29億5,859万円

164万円

9億9,561万円

10億2,457万円

157億3,271万円

も
の

▼
開
示
請
求
の
方
法

　
所
定
の
開
示
請
求
書
に
記
入
の

う
え
、
総
務
課
内
の
総
合
窓
口
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
示
請
求
に
対
す
る
決
定

　
開
示
請
求
を
受
け
付
け
た
日
か

ら
起
算
し
て
15
日
以
内
に
開
示
す

る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、
文
書
で

速
や
か
に
通
知
し
ま
す
。

　
開
示
で
き
な
い
場
合
は
そ
の
理

由
を
、
ま
た
そ
の
理
由
が
無
く
な

る
期
日
が
あ
き
ら
か
な
場
合
は
、

そ
の
日
も
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▼
開
示
の
方
法

　
開
示
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
公
文
書

開
示
決
定
通
知
書
」
ま
た
は
「
公

文
書
部
分
開
示
決
定
通
知
書
」
で

指
定
し
た
日
時
、
場
所
で
、
情
報

の
閲
覧
や
写
し
の
交
付
に
よ
り
行

い
ま
す
。
な
お
、
写
し
の
交
付
に

つ
い
て
は
、
閲
覧
を
併
せ
て
受
け

た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

▼
手
数
料

　
こ
の
制
度
に
基
づ
い
て
行
う
情

報
の
閲
覧
、
写
し
の
交
付
に
は
手

数
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　
閲
覧
／
１
件
に
つ
き

300
円

　
写
し
の
交
付
／
１
枚
に
つ
き
白

黒
10
円
、
カ
ラ
ー

100
円

▼
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合

　
請
求
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が

あ
る
場
合
は
、
行
政
不
服
審
査
法

に
よ
り
、
各
実
施
機
関
に
異
議
申

立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　昨年度は、12件の公文書について、開

示請求がありました。

　１件の請求で、複数の公文書の開示請求

ができるので、この請求で開示などの処理

開示請求は12件、

　　　開示率100％

をした公文書件数は、15件。内訳は、開示が８件、部分開示が５件、

その他に請求を取り下げたものが２件でした。

　請求された公文書の内容は表のとおりです。

　実施機関の決定に対して不服があった場合に行われる異議申立ては

ありませんでした。

                                請　　求　　内　　容

館山市出野尾・岡田地区における公共用財産用途廃止申請及び寄

付採納承認申請に関しての館山市長の千葉県知事への意見書

（H13年11月16日付け)

農林水産省が発した施設園芸用地等の取扱いに関する文書

館山市出野尾・岡田地区における公共用財産用途廃止申請及び寄

付採納承認申請に関しての館山市長の千葉県知事への意見書

（H13年11月16日付け）

館山市出野尾・岡田地区における公共用財産用途廃止申請及び寄

付採納承認申請に関しての出野尾・岡田農家組合長の館山市長へ

の要望書

自治省が発した平成12年度評価替えから適用する経年減点補正率

基準表に関する文書

館山市出野尾・岡田地区における残土埋め立て事業に関しての館

山市長の千葉県知事への意見書（H14年6月3日付け）

館山市出野尾・岡田地区における公共用財産用途廃止申請に関し

ての館山市長の千葉県知事への意見書（H14年6月19日付け）

浄化槽清掃実施状況報告書及び浄化槽汚泥搬入量通知書

館山市出野尾・岡田地区における残土埋め立て事業に関しての館

山市長の千葉県知事への意見書（H14年6月3日付け)

平成14年度第１回館山市農政審議会の答申書及び館山市農業振興

地域整備計画の変更協議に関しての館山市長の千葉県知事宛て文書

館山市出野尾・岡田地区における公共用財産用途廃止申請書及び

館山市出野尾・岡田地区における公共用財産用途廃止申請に関し

ての館山市長の千葉県知事への意見書（H14年6月19日付け)

館山市出野尾・岡田地区における公共用財産用途廃止申請に関し

ての館山市長の千葉県知事への意見書（H14年6月19日付け)

館山市出野尾・岡田地区における残土埋め立て事業に関しての館

山市長の千葉県知事への意見書（H14年10月25日付け)

農地転用許可申請に関しての館山市農業委員会会長の千葉県知事

への意見書

  1

  2

  3

  4

  5

  6

  7

  8

  9

10

11

12

昨年度の開示請求の内容

公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業

▼
開
示
請
求
の
対
象
と
な
る
情
報

　
開
示
請
求
の
対
象
と
な
る
の

は
、
平
成
10
年
４
月
１
日
以
降
に

実
施
機
関
の
職
員
が
職
務
上
作
成

し
、
ま
た
は
取
得
し
た
文
書
、
図

面
、
写
真
及
び
フ
ィ
ル
ム
で
、
決

裁
、
供
覧
な
ど
の
手
続
き
が
終
了

し
、
実
施
機
関
が
管
理
し
て
い
る

も
の
で
す
（
平
成
10
年
３
月
31
日

以
前
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
情
報

「
公
文
書
開
示
制
度
」っ
て
ど
ん
な
制
度
？

提
供
で
対
応
し
ま
す
）
。

▼
開
示
請
求
が
で
き
る
人

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

②
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

が
あ
る
個
人
、
法
人
、
そ
の
他
の

団
体

③
市
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

に
勤
務
し
て
い
る
人

④
市
内
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る

人⑤
市
税
の
納
税
義
務
が
あ
る
も
の

⑥
実
施
機
関
が
行
う
事
務
事
業
に

利
害
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

　
情
報
公
開
制
度
は
、
「
館
山
市
情
報
公
開
条
例
」
に
基

づ
き
、
市
が
保
有
す
る
公
文
書
を
市
民
か
ら
の
請
求
に

応
じ
て
開
示
す
る
制
度
で
す
。
市
民
の
市
政
へ
の
参
加

を
進
め
、
よ
り
開
か
れ
た
市
政
を
実
現
す
る
よ
う
設
け

て
い
ま
す
。
今
回
こ
の
制
度
の
内
容
と
昨
年
度
の
開
示

請
求
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
総
務
課
・
総
合
窓
口
（
!

22
―
３
２
１
８
）

み
な
さ
ん
の「
知
り
た
い
」に
応
え
ま
す



　
石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
代
わ
る
、

安
全
で
環
境
に
や
さ
し
い
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
へ
の
指
針
と
な
る

「
館
山
市
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産

業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
）
の
補
助
を
受
け
、
昨
年
８
月

に
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
市
内

の
地
域
特
性
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ふ
ぞ
ん
り
ょ
う

賦
存
量
、
利
用
可
能
量
、
風
況
解

析
な
ど
の
調
査
・
研
究
を
は
じ
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「
館
山
市
戦
争
遺
跡
調
査
研
究
委

員
会
（
委
員
長
・
田
辺
員
人
東
京

家
政
学
院
大
学
学
長
、
委
員
11

人
）
」
を
組
織
し
、
平
和
・
学
習

　
館
山
市
に
お
け
る
戦
争
遺
跡
保
存
活
用
方
策
に
関
す
る
調

査
研
究
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
度
に
市
と

（
財
）
地
方
自
治
研
究
機
構
と
の
共
同
事
業
で
行
っ
て
い
た

も
の
で
、
今
回
調
査
し
た
47

ヶ
所
の
う
ち
、
文
化
庁
が
示
し

た
近
代
遺
跡
の
評
価
基
準
で
Ａ
と
評
価
さ
れ
た
も
の
は
18

ヶ

所
。
今
回
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
戦
争
遺
跡
を
地
域
の
歴
史
資

源
と
し
て
、
積
極
的
に
保
存
・
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
合
せ
／
企
画
課
企
画
調
整
係
（
!

22

―
３
１
６
３
）

拠
点
形
成
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
関
す

る
調
査
研
究
と
し
て
、

館
山
市
に
お
け
る
戦
争

遺
跡
保
存
活
用
方
策
に

関
す
る
調
査
研
究
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
調
査
研
究
は
、
現
地

調
査
や
関
係
者
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施

し
、
市
内
に
現
存
す
る

戦
争
遺
跡
と
し
て
、
館

山
海
軍
航
空
隊
関
係

15
ヶ
所
、
洲
ノ
埼
海
軍

航
空
隊
関
係
６
ヶ
所
、

館
山
海
軍
砲
術
学
校
関

係
６
ヶ
所
な
ど
、
計

47
ヶ
所
を
と
り
ま
と
め

ま
し
た
。

　
報
告
書
で
は
、
遺
跡
の
構
造
や

歴
史
的
背
景
、
文
化
財
と
し
て
の

評
価
な
ど
を
列
記
。
館
山
海
軍
航

空
隊
、
洲
ノ
埼
海
軍
航
空
隊
、
館

山
海
軍
砲
術
学
校
、
東
京
湾
要
塞

な
ど
所
属
関
係
別
に
８
分
類
し
、

さ
ら
に
拠
点
別
に
大
き
な
３
系
統

と
し
て
、
館
山
海
軍
航
空
隊
・
洲

ノ
埼
海
軍
航
空
隊
群
遺
跡
、
東
京

湾
要
塞
群
遺
跡
、
館
山
海
軍
砲
術

学
校
群
遺
跡
を
遺
跡
群
と
し
て
系

統
化
し
て
い
ま
す
。

　
文
化
庁
が
示
し
た
近
代
遺
跡
の

評
価
基
準
に
基
づ
き
、
47
箇
所
を

評
価
し
た
と
こ
ろ
、
Ａ
（
近
代
史

を
理
解
す
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
遺
跡
）
18

箇
所
、
Ｂ

（
特
に
重
要
な
遺
跡
）
13
箇
所
、

Ｃ
（
そ
の
他
）
16
箇
所
で
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
ふ

ま
え
、
戦
争
遺
跡
を
地
域
の
歴
史

資
源
と
し
て
、
積
極
的
に
保
存

し
、
歴
史
学
習
を
は
じ
め
、
平
和

学
習
や
観
光
・
交
流
に
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
赤
山
地
下
壕
の
坑

道
の
安
全
性
を
確
認
す
る
調
査
、

解
析
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　分　類

館山海軍

航空隊関係

館山海軍

砲術学校

関係

東京湾

要塞関係

　　　　　名　　　称

館山海軍航空隊基地

館山海軍航空隊水上機基地

館山海軍航空隊赤山地下壕

館山海軍航空隊宮城掩体壕

館山海軍航空隊香掩体壕

館山海軍航空隊方位測定所

貯水地（ダム）

館山海軍航空隊上の原送信所

館山海軍砲術学校跡

犬石射撃場跡

化学兵器実験施設跡

東砲台跡

洲崎第１砲台

坊の山観測所

洲崎第２砲台

洲崎第２砲台砲側庫・炸薬充実所

洲崎観測所

洲崎弾薬支庫

　　　　　　　　構　造　特　徴　な　ど

総延長1,600ｍ

コンクリート造

コンクリート造（トンネル式）スパン18ｍ、奥行23ｍ

水量62,000トン（現三芳水道企業団宮城浄水場）

（現海上自衛隊上野原送信所）

飛行特技訓練プール（コンクリート造釜場）、レンガ造戦車橋（コンクリート造）

的壕（コンクリート造）

コンクリート造

コンクリート造（半地下式）、高角砲３基

標高40ｍ付近に立地砲搭砲台などが戦後、米軍により破壊

洲崎第１砲台および洲崎観測所との間に電線を埋設

７年式30cm榴弾砲４基

砲側庫：隧道式（レンガ貼）、横穴式（コンクリート貼）など

半地下式コンクリート造

丘陵崖面横穴式内庫・外庫２重式内庫

文化庁が示した近代遺跡の評価基準でＡと評価された施設（報告書より抜粋）

▲赤山地下壕

　
男
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、
お
互
い
に
尊
重
し
、
責
任

を
分
か
ち
合
う
こ
と
の
で
き
る
社

会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
方
針

を
ま
と
め
た
「
館
山
市
男
女
共
同

参
画
推
進
プ
ラ
ン
」
策
定
を
昨
年

度
に
取
り
組
み
、
こ
の
ほ
ど
完
成

し
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
将
来
像
を

「
女
（
ひ
と
）
と
男
（
ひ
と
）
が

共
に
支
え
あ
い
、
共
に
輝
く
社
会

の
実
現
」
と
設
定
。
①
人
権
の
尊

重
と
男
女
平
等
の
意
識
づ
く
り
、

②
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
の
推
進
、
③
男
女
が
共

に
自
立
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
３
本
を
基

本
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

め
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　
調
査
報
告
書
で
は
、
館
山
市
に

お
け
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
可
能

量
の
算
出
結
果
と
し
て
、
太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
筆
頭
に
、
将
来
的
に

風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
廃
棄
物
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
が
期
待
で
き
る
と
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
の
基
本
方
針
を
「
人

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
」
「
太
陽
と
海

を
活
か
す
」
「
環
境
負
荷
を
低
減

す
る
」
を
３
本
柱
と
し
、
導
入
の

基
盤
整
備
と
し
て
、
市
民
、
事
業

者
、
行
政
協
働
に
よ
る
「
（
仮

称
）
館
山
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
」

の
構
築
や
環
境
に
配
慮
し
た
学
校

教
育
施
設
（
エ
コ
ス
ク
ー
ル
）
の
整

備
促
進
、
住
宅
用
太
陽
光
・
太
陽

熱
利
用
施
設
導
入
上
乗
せ
補
助
事

　
３
本
の
柱
に
そ
っ
て
、
10

の
課

題
を
設
定
。
そ
れ
ぞ
れ
「
行
政
の

取
り
組
み
」
と
「
家
庭
・
地
域
・

職
場
で
の
取
り
組
み
」
を
掲
げ
て

業
な
ど
17
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主

要
事
業
に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
今
後
市
で
は
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

受
け
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に

向
け
た
推
進
体
制
を
整
備
し
、
環

境
に
優
し
い
安
全
で
活
気
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
企
画
課
企
画
担
当

（
!
22
―
３
１
５
２
）

い
ま
す
。

　
「
家
庭
・
地
域
・
職
場
で
の
取

り
組
み
」
で
は
、
コ
ー
ラ
ル
会
議

で
の
意
見
を
も
と
に
、
日
常
生
活

の
視
点
で
、
「
町
内
会
の
役
員
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
な
ど
に
も
積
極
的

に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
」
「
介

護
は
女
性
の
仕
事
と
い
う
意
識
を

見
直
し
、
家
族
み
ん
な
で
協
力
し

ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
い
っ
た
具
体

的
な
問
題
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

き
っ
か
け
に
、
男
女
が
共
に
支
え

合
う
意
味
を
家
庭
や
職
場
、
地
域

な
ど
で
、
考
え
て
ほ
し
い
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
秘
書
広
報
課
男
女
共

同
参
画
係
（
!
22
―
３
１
４
７
）

　今回紹介した「館山市における戦争遺跡
保存活用方策に関する調査研究報告書」
「館山市地域新エネルギービジョン」「館
山市男女共同参画推進プラン」は、図書館
や中央公民館などで公開しています。

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

これからの３つの方向性

▲住宅用太陽光発電

▲冊子はＡ4判70ページ

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
指
針
に

共
に
支
え
合
う
社
会
の
実
現
に

男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン

戦
争
遺
跡
保
存
活
用
方
策
ま
と
ま
る



　第1 5期市交通指導員の委嘱状交付式が先月９日

にコミュニティセンターで行われました。（関連

記事表紙、裏表紙参照）

　今期のメンバーは、新任４人、再任2 4 人の計

28人。２年任期で17年３月31日まで。各地区の

担当は次のとおりです。
さとし

　館山地区／島田賢、安西竹蔵、赤岩貫司、北条地区

／児玉眞一、溝口洋、那古地区／中田恵三、岩城滋、

小林進、船形地区／長谷川正幸、加藤克美、藤田
しょうせい

尚正、小倉重治、西岬地区／山田喜一郎、原口陽太

郎、佐野秋男、神戸地区／石井孝尚、岡嶋千暁、鈴木

秀夫、富崎地区／出口忠明、鵜澤善次郎、豊房地区／

山川博夫、片山正之、加藤庄一郎、館野地区／石井

博、安田秀雄、飯田宗昭、九重地区／近藤好雄、臼井

孝子（敬称略）

　問合せ／社会安全対策課交通防犯係（! 22－3464）

せら知お

89 だん暖たてやま 平成15年５月15日

　
公
共
下
水
道
排
水
設
備
に
係
る

指
定
工
事
店
の
新
規
登
録
、
更
新

申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

申
請
期
間
／
６
月
16
日
（
月
）

か
ら
６
月
27
日
（
金
）
ま
で
（
土
日

は
除
く
）
。

下
水
道
の
　
　
　
　 

の
登
録
申
請

申
請
登
録
料
／
７
千

500
円

　
指
定
要
件
／
①
（
社
）
日
本
下

水
道
協
会
千
葉
県
支
部
に
登
録
し

た
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
が
１
人
以
上
専
属
し
て
い
る

こ
と
。
②
下
水
道
排
水
設
備
工
事

の
施
工
に
必
要
な
設
備
と
機
材
を

　
農
業
委
員
会
で
は
現
況
届
の
取

り
ま
と
め
を
各
農
協
支
店
に
出
向

い
て
行
い
ま
す
。

　
日
程
は
表
の
と
お
り
で
す
。

現
況
届
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

６
月
か
ら
受
付
開
始 

農
業
者
年
金
の
現
況
届

　
①
今
月
末
ま
で
に
、
農
業
者
年

金
基
金
か
ら
直
接
本
人
宛
に
用
紙

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
②
届
出
該
当

者
は
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
③
６
月
１
日
以
降
に
表
の

会
場
か
農
業
委
員
会
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
④
代
理
人
が
記
入
し

た
場
合
は
、
代
理
人
の
欄
に
記
入

が
必
要
で
す
。
⑤
現
況
届
が
必
要

な
人
は
、
平
成
13
年
７
月
１
日
か

ら
14
年
６
月
30
日
ま
で
に
年
金
受

給
の
決
定
通
知
の
あ
っ
た
人
と
現

在
年
金
の
受
給
者
で
す
。

　
問
合
せ
／
農
業
委
員
会
（
!

22

―
３
５
３
９
）

　市消防団第５分団第1 1 部（担当地区＝館山地

区）の新しい詰所が３月末に完成しました。

　古い詰所は、昭和4 8 年に建てられ、老朽化が進

み建替えたもので、以前と同じく館山神社境内に建

てられました。

　構造／木造平屋建

　面積／69.56㎡

　間取り／洋室1 4 畳、台所４畳、トイレ、車庫

　その他／ホース掛け１基

　建設費／10,719,704円

　問合せ／社会安全対策課（! 22―3442）

 対象地区

九重

館野

豊房

神余

神戸

西岬

那古・船形

館山・北条

　 会　場

農協九重支店

農協館野支店

農協豊房支店

農協神余支店

農協神戸支店

農協西岬支店

農協那古支店

農協北条支店

６月17日（火）

６月18日（水）

６月19日（木）

▼農業者年金現況届の日程

  9:00～10:00

10:30～11:30

14:00～15:00

15:30～16:30

  9:30～11:00

14:00～15:00

  9:00～10:00

10:30～11:30

　日　　程

有
し
て
い
る
こ
と
。
③
県
内
に
営

業
所
が
あ
る
こ
と
。

　
申
請
場
所
／
下
水
道
課
（
鏡
ケ

浦
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）
申
請

書
類
は
、
下
水
道
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
郵
送
は
行
い
ま
せ
ん

が
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
／
下
水
道
課
管
理
係

（
!

22
―
３
６
６
１
）

辺のまちづくり」を推進していきます。

　にっぽん丸の今回の航海は8 月8 日

（金）から13日（水）までの日程で、横浜港

から館山花火大会を満喫して、神戸を経

由。韓国の済州島の自然に触れて、神戸

に帰港する5泊６日のクルーズです。

　問合せ／海辺のまちづくり推進課

　　　　　! 22―3606

　今年３月に初寄港した客船『飛鳥』に引き続き、８月８日（金）の花火大

会にあわせ、客船『にっぽん丸』（総トン数21, 903トン、船客定員524人）

が初寄港します。

『飛鳥』寄港後に実施した市民アンケート（無作為抽出で市民300人を対

象、回答数109）では、『飛鳥』のような客船が寄港することを望みますか

という質問に、89. 9％が望むと回答しています。

　市では『飛鳥』や『にっぽん丸』の寄港で、市民や来訪者へ船旅の魅力

を提供し、経済の活性化を図りながら、今後も館山港を中心とした「海

にっぽん丸と花火の共演

　
館
山
の
歴
史
は
ま
さ
に
海
と
と

も
に
築
か
れ
て
き
ま
し
た
。
里
見

の
時
代
か
ら
海
と
の
か
か
わ
り
の

中
で
、
人
も
ま
ち
も
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

　
海
ま
ち
フ
ェ
ス
タ
や
、
客
船

『
飛
鳥
』
の
寄
港
、
漁
業
体
験
学

習
な
ど
、
海
に
関
係
す
る
事
業
を

実
施
す
る
中
で
、
人
と
ま
ち
と
海

が
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
で
あ

る
と
実
感
し
ま
し
た
。

「
海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
歴

史
的
に
に
も
経
済
的
に
も
、
こ
の

地
域
に
適
し
た
も
の
で
、
将
来
の

道
筋
と
し
て
、
正
し
い
方
向
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
さ

ら
に
浸
透
し
て
い
く
も
の
と
考
え

ま
す
。

　　
条
件
は
整
い
つ
つ
あ
り

ま
す
。
道
路
の
整
備
も
進

勝海助役が国に帰任
み
、
海
上
交
通
の
可
能
性
も
あ

り
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
首
都
圏
と

の
距
離
が
縮
ま
っ
て
き
ま
す
。
人

の
行
き
来
が
盛
ん
に
な
り
、
交
流

が
広
が
り
ま
す
。

　
そ
の
時
に
は
、
来
訪
者
を
ど
う

受
入
れ
ら
れ
る
か
が
最
も
大
切
に

な
っ
て
き
ま
す
。
「
お
も
て
な

し
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
む
し
ろ

来
訪
者
と
い
っ
し
ょ
に
ど
う
「
館

山
」
を
楽
し
む
か
を
考
え
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
。
商
売
も
殿
様
か
ら

あ
き
ん
ど

商
人
に
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
べ
き

で
す
。

　
海
を
中
心
に
し
た
豊
か
な
自
然

は
魅
力
で
す
。
恵
ま
れ
た
環
境
を

活
か
し
、
市
民
も
積
極
的
に
加
わ

り
、
市
民
と
行
政
が
協
働
で
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
で
す

ね
。

　
市
町
村
合
併
も
進
む
中
で
、
館

山
湾
は
、
館
山
だ
け
で
な
く
、
安

房
地
域
全
体
を
支
え
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。
海
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た
土
地
柄
だ
け
に
海
を
多

い
に
活
用
し
、
さ
ら
に
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

境内に新しい詰所完成

15期の交通指導員決まる

九
重
小
児
童
の
登
校
風
景

新築の11部詰所

排

水

設

備

指
定
工
事
店

館
山
の
歴
史
は
海
の
歴
史

安
房
を
支
え
る
核
に

　
平
成
13
年
７
月
、
国
土
交
通
省
港
湾
局
建
設
課
か
ら
、
助
役
に
就
任

し
て
い
た
勝
海
務
さ
ん
が
、
４
月
30
日
付
け
で
助
役
を
退
職
し
、
国
土

交
通
省
港
湾
局
計
画
課
に
帰
任
し
ま
し
た
。
こ
の
１
年
10
ヶ
月
の
助
役

在
任
期
間
を
振
り
返
り
、
館
山
へ
の
思
い
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
確
か
な
手
ご
た
え



　
千
葉
県
で
は
こ
の
10
月
１
日
か

ら
排
出
基
準
を
満
た
さ
な
い

場
合
に
は
、
排
出
基
準
に
適
合
す

る
よ
う
知
事
が
指
定
し
た
粒
子
状

物
質
減
少
装
置
の
装
着
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
新
車
登
録
か
ら
７

年
間
は
規
制
対
象
外
で
す
。

　
ま
た
「
自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ

法
」
の
対
策
地
域
外
の
み
を
運
行

す
る
車
は
、
届
出
な
ど
に
よ
り
新

車
登
録
か
ら
12
年
間
は
規
制
の
対

象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
対
策
地
域
は
、
千
葉
市
、
市

川
市
、
船
橋
市
、
松
戸
市
、
野
田

市
、
佐
倉
市
、
流
山
市
、
八
千
代

市
、
我
孫
子
市
、
鎌
ヶ
谷
市
、
習

デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
（
乗
用
車
を

除
く
）
の
運
行
を
禁
止
し
ま
す
。

　
今
回
の
規
制
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル

自
動
車
の
排
出
ガ
ス
に
含
ま
れ
る

粒
子
状
物
質
が
、
健
康
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
で
、
対
象
は

乗
用
車
を
除
く
排
出
基
準
を
満
た

さ
な
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
。
車

検
証
に
記
載
さ
れ
た
型
式
の
識
別

記
号
が
Ｋ
―
、
Ｎ
―
、
Ｐ
―
、
Ｓ

―
、
Ｕ
―
、
Ｗ
―
、
Ｋ
Ａ
―
、
Ｋ

Ｂ
―
、
Ｋ
Ｃ
―
な
ど
の
貨
物
自
動

車
や
バ
ス
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
自
動
車
を
運
行
す
る

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
運
行
に
規
制

問合せ／館山市図書館（!22－0701）

いい本あるある!

純真保育園前

温水プール前

那古地区公民館

崖観音下

稲原集会所前

船形小学校

船形地区公民館

那古小学校

豊津ホール

大賀自衛隊官舎

香浅間神社

西岬東地区公民館

坂田漁港前

西岬西地区公民館

館山小学校

西岬小学校

大田区立養護学校

房南保育園

安房神社鳥居前

相浜漁協前

布良漁協前

神戸小学校

富崎小学校

館野保育園

横枕松葉堂前

腰越延命院前

九重駅前

館野小学校

九重小学校

（九重保育園）

神余小学校

豊房小学校

移動図書館「わかしお号」

６月の巡回場所

12

26

12

26

10:20～11:00

11:10～11:30

13:20～13:35

13:45～14:00

14:10～14:25

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

 9:20～ 9:35

 9:45～10:15

10:25～10:40

10:50～11:05

11:15～11:30

13:40～14:00

14:20～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:20～15:40

 9:50～10:20

10:35～11:05

11:15～11:35

13:20～13:50

14:00～14:25

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

10:20～11:00

11:15～11:35

13:20～13:40

13:50～14:15

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

駐　車　場時　間　５月

３

17

３

17

３

17

４

18

10

24

10

24

10

24

11

25

11

25

11

25

４

18

４

18

 ※雨や風の強い日は、巡回を中止する
ことがあります。

　
ご
み
指
定
袋
を
販
売
す
る
「
ご

み
指
定
袋
取
扱
店
」
に
次
の
店
舗

が
追
加
に
な
り
ま
し
た
。

　
北
条
地
区
／
ロ
ー
ソ
ン
館
山
北

条
海
岸
店

指
定
袋
取
扱
店
の
追
加

　
市
図
書
館
で
は
、
６
月
か
ら
10

月
ま
で
、
毎
週
木
曜
日
に
限
り
、

午
後
６
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。
さ

ら
に
７
月
23
日
か
ら
８
月
3 1
日
ま

で
は
、
月
曜
日
の
休
館
日
を
除

き
、
毎
日
午
後
６
時
ま
で
開
館
し

ま
す
。

　
問
合
せ
／
市
図
書
館
（
!

22

―
０
７
０
１
）

　
児
童
福
祉
法
の
改
正
で
、
保
育

士
資
格
の
登
録
申
請
手
続
き
が
５

月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
保
育
士
養
成
施
設
を
卒
業
し

て
、
保
育
士
資
格
を
取
得
し
、
現

在
県
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
県
が

実
施
し
た
保
育
士
試
験
に
合
格

し
、
保
育
士
資
格
を
取
得
し
た
人

で
、
保
育
士
と
し
て
業
務
を
行
う

人
は
、
知
事
へ
の
登
録
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
現
在
、

保
育
士
の
仕
事
を
し
て

い
な
い
人
は
、

必
ず
し
も
登
録
を

す
る
必
要
性
は
な
く
、

資
格
が
な

く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
保
育
士
と
し
て
仕
事
に
つ

く
人
は
、

業
務
に
就
く
ま
で
に
登

録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
図
書
館
は
６
時
ま
で

期
間
限
定

志
野
市
、
柏
市
、
市
原
市
、
浦
安

市
、
四
街
道
市
、
白
井
市
、
関
宿

町
、
沼
南
町
の
18
市
町
で
、
県
内

の
他
の
地
域
は
、
館
山
市
を
含
め

対
策
地
域
外
で
す
。

　
対
策
地
域
外
の
み
を
運
行
す
る

車
を
持
つ
人
を
対
象
に
届
出
の
受

付
と
説
明
を
行
い
ま
す
。

　
日
時
／
９
月
２
日
（
火
）
午
後

０
時
3 0
分
か
ら
午
後
３
時
3 0
分
ま

で
の
間

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
持
ち
物
／
印
鑑
、
車
検
証
の
写
し

　
先
月
か
ら
、
自
動
車
の
運
転
手

に
は
、
駐
停
車
時
の
ア
イ
ド
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
プ
も
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
問
合
せ
／
県
庁
大
気
保
全
課

（
!

04 3
―

223
―
３
８
１
０
）

　
赤
十
字
は
、
災
害
救
護
、
血
液

事
業
、
救
急
法
等
講
習
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
国
内

活
動
を
は
じ
め
、
海
外
の
災
害
や

紛
争
犠
牲
者
難
民
な
ど
へ
の
国
債

救
済
活
動
を
行
っ
て
い
る
民
間
団

体
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
国
籍
、
人

種
な
ど
の
差
別
を
せ
ず
、
す
べ
て

人
々
か
ら
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
公
平
、
中
立
な
立
場
で
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の

資
金
は
、
公
的
な
資
金
に
頼
ら

ず
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
活
動

資
金
（
寄
付
金
、
社
資
）
で
ま
か

な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
５
月
、
６
月
は
、
社
資
募

集
運
動
期
間
と
し
、
多
く
の
市
民

か
ら
の
資
金
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
日
本
赤
十
字
千
葉
県

支
部
（
!
04 3
―

24 1
―
７
５
３
１
）

　
千
葉
県
で
は
、
母
子
家
庭
、
父
子

家
庭
の
人
を
次
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
施
設
へ
招
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
所
得
制
限
が
つ
き

ま
し
た
。
児
童
扶
養
手
当
の
全
額

支
給
停
止
の
人
な
ど
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

　
利
用
で
き
る
人
／
母
子
家
庭
、

父
子
家
庭
の
母
子
・
父
子

　
無
料
で
利
用
で
き
る
施
設
／
母

子
休
養
ホ
ー
ム
「
な
ぎ
さ
の
家
」

（
父
子
家
庭
は
除
く
）
、
千
葉
県

　第５回となる「あわ夢まつり」が開催されます。例年、好評の人形劇などをは

じめ、富崎小学校の児童と大人の歌い手による「安房節」の演奏や埼玉県から参

加の「車椅子ダンス」などが今年の目玉です。託児の設備も用意しています。

　
必
要
書
類
／
保
育
士
登
録
申
請

書
、
保
育
士
資
格
証
明
書
、
郵
便

振
替
払
込
受
付
証
明
書
（
登
録
料

４
千

200
円
）

　
問
合
せ
・
申
請
書
の
配
布
／
登

録
事
務
処
理
セ
ン
タ
ー
（
!

０

１
２
０
―
０
４
１
９
４
３
、

h
ttp

://w
w

w
.h

o
ik

u
sh

i.jp

）

こ
ど
も
の
国
、
横
芝
海
の
こ
ど
も

の
国
、
酒
々
井
ち
び
っ
こ
天
国
、

富
津
公
園
ジ
ャ
ン
ボ
プ
ー
ル
、
南

房
パ
ラ
ダ
イ
ス
・
勝
浦
海
中
公
園

　
一
部
負
担
で
利
用
で
き
る
施
設

／
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
・

ユ
ー
ト
ピ
ア
笠
森

　
申
込
み
／
印
鑑
を
持
っ
て
、
社

会
福
祉
課
へ
。
（
枚
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
）

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
（
!

22
―
３
４
９
２
）

　日時／６月１日（日）午後１時開演

　場所／南総文化ホール

　内容／人形劇・マリオネット・紙芝居・ミュージ

カル・車椅子ダンス、販売コーナー（中里ホーク

ホーム、ふれあいハウス）、点字お試しコーナー

（ふぁっとえばー）、手作り甲冑の展示・試着コー

ナー（南総里見手づくり甲冑愛好会）、地元音楽教

室（エレクトーン）発表のひろば

　入場料／ワッペン代として3 00円。ワッペンを

つけているとどの会場へも入れます。南総文化ホー

ルや文化ホール友の会（コミセン内）でも販売して

います。

　問合せ／あわ夢まつり実行委員会

             　松苗禮子（ !22―6 79 0）

せら知お

1011 だん暖たてやま 平成15年５月15日

昨年のあわ夢まつりの様子

赤
十
字
の
活
動
資
金
に
協
力
を

母
子
、父
子
家
庭
を
レ
ク
施
設
に
招
待

保
育
士
資
格
が
登
録
に

仕
事
に
つ
く
と
き
に
必
要対

策
地
域
外
の
み
を
運
行
す
る
車
は
届
出

人形劇や紙芝居 あわまつり開催



　　
初
心
者
を
対
象
に
俳
句
の
創
作

指
導
を
し
ま
す
。
館
山
の
自
然
の

中
で
生
き
る
楽
し
さ
を
十
七
文
音

俳
句
で
表
現
し
ま
す
。

　
日
時
／
６
月
11

日
、
７
月
９

日
、
８
月
13
日
、
９
月
10
日
、
10

月
８
日
、
11
月
12
日
、
12
月
10

日
、
１
月
14
日
、
２
月
12
日
、
３

月
10
日
（
毎
月
第
２
水
曜
日
）
午

後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
場
所
／
図
書
館
集
会
室

ま
さ
あ
き

　
講
師
／
遠
藤
真
砂
明
氏

　
定
員
／
25
人 　

市
民
の
主
体
的
な

ま
ち
づ
く
り
活
動
に

対
し
て
、
活
動
費
の

一
部
を
補
助
す
る

「
特
色
あ
る
ま
ち
づ

く
り
活
動
支
援
事

業
」
の
応
募
受
付
を

開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
自

主
的
に
地
域
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地

域
の
環
境
保
全
、
伝

統
文
化
の
継
承
な
ど
を
行
う
市
民

団
体
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
市
の
発
展
と
活
性
化
を
図

り
、
個
性
豊
か
な
「
ふ
る
さ
と
館

山
」
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　
対
象
事
業
／
特
色
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
実

践
な
ど
（
既
に
市
の
補
助
を
受
け

て
た
事
業
と
同
内
容
は
除
く
）

　
対
象
団
体
／
ま
ち
づ
く
り
の
新

た
な
事
業
を
計
画
・
実
施
す
る
団

体
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
団
体
①
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
実

践
、
計
画
し
て
い
る
５
人
以
上
の

団
体
、
②
主
に
市
内
在
住
者
で
構

成
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
意
欲
の
あ

る
団
体
、
③
お
お
む
ね
３
年
以
上

継
続
し
て
事
業
を
実
施
す
る
団
体

　
対
象
経
費
／
①
活
動
を
推
進
す

る
う
え
で
、
必
要
な
視
察
に
要
す

る
費
用
、
②
指
導
・
助
言
な
ど
の

　
千
葉
県
で
は
、
職
員
採
用
試
験
を

行
い
ま
す
。

※
上
級（
大
学
卒
業
程
度
）

　
願
書
配
布
・
受
付
期
間
／
５
月
26

日
（
月
）
ま
で

　
第
１
次
試
験
／
６
月
22
日
（
日
）

※
中
級（
短
大
卒
程
度
）・
初
級（
高
校

卒
程
度
）

　
願
書
配
布
／
７
月
11
日
（
金
）
～

　
受
付
期
間
／
８
月
４
日
（
月
）
～

８
月
15
日
（
金
）

　
第
１
次
試
験
／
９
月
28
日
（
日
）

※
警
察
官（
第
２
回
）

　
願
書
配
布
／
６
月
17
日
（
火
）
か

ら　
受
付
期
間
／
７
月
18
日
（
金
）
～

８
月
４
日
（
月
）

　
第
１
次
試
験
／
９
月
７
日
（
日
）

※
警
察
官（
第
３
回
）

　
願
書
配
布
・
受
付
期
間
／
12
月
５

日
（
金
）
～
12
月
19
日
（
金
）

　
第
１
次
試
験
／
１
月
24
日
（
土
）

　
問
合
せ
／
千
葉
県
人
事
委
員
会
任

用
課
（
!
043
―

223
―
３
７
１
３
）
、

採
用
案
内
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

（
!
043
―

221
―
６
７
７
３
）

千
葉
県
職
員

た
め
の
講
師
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

依
頼
す
る
費
用
、
③
そ
の
他
実
践

活
動
に
必
要
な
経
費

　
補
助
率
・
限
度
額
／
１
団
体
10

万
円
を
上
限
に
事
業
費
の
２
分
の

１
以
内
（
１
年
限
り
）

　
申
込
み
／
６
月
27
日
（
金
）
ま
で

に
、
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
応
募
先
に
提
出
。

　
書
類
審
査
、
選
考
会
な
ど
で
、

交
付
団
体
と
補
助
額
を
決
定
し
ま

す
。

　
問
合
せ
／
企
画
課
企
画
調
整
係

（
!
22
―
３
１
６
３
）

　
安
房
生
物
愛
好
会
も
同
行
し
、

自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
神
戸
地
区

を
歩
き
ま
す
。

　
日
時
／
６
月
１
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
に
南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス
第

３
駐
車
場
集
合
。
雨
天
の
場
合 

６

月
８
日
（
日
）
に
延
期

　
コ
ー
ス
／
南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス
～

フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
～
野
鳥
の
森

（
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
コ
ー

ス
）
～
み
ど
り
の
広
場
（
昼
食
）

～
平
砂
浦
海
岸
～
南
房
パ
ラ
ダ
イ

ス
（
約
８
㎞
）

　
対
象
／
市
民
ま
た
は
市
内
に
勤

務
し
て
い
る
人
。
性
別
年
令
は
問

い
ま
せ
ん
。
（
園
児
は
、
保
護
者

の
同
伴
）

　
持
ち
物
／
昼
食
、
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
は
各
自
持
参

　
そ
の
他
／
全
員
に
認
定
書

　
申
込
み
／
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ

で
受
付
。
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
「
市

民
歩
こ
う
会
参
加
希
望
」
と
し
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
応
募
先
ま

で
。
保
育
園
児
、
幼
稚
園
児
、
小

学
生
、
中
学
生
は
、
学
校
な
ど
で

申
し
込
め
ま
す
。

　
締
切
／
５
月
23
日
（
金
）

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒

294

―

８
６
０
１
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
!

22
―
３
６
９
６
）

千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー

ン
ズ
館
山
後
援
会
で
は
、

今
年
度
の
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

館
山
後
援
会
で
は
、

年
３
回
の
会
報
の
発
行
の

他
、
マ
リ
ー
ン
ズ
の
応
援

ツ
ア
ー
や
希
望
者
に
千
葉

マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の

公
式
戦
招
待
券
の
配
布
、

館
山
秋
季
キ
ャ
ン
プ
で
の

選
手
、
コ
ー
チ
陣
と
の

「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
な

ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
申
込
み
／
募
集
チ
ラ
シ

（
加
入
申
込
書
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
年
会
費
を
添
え

て
、
市
観
光
協
会
ま
た
は
、
館
山

商
工
会
議
所
の
窓
口
へ
。

　
募
集
チ
ラ
シ
配
布
先
／
館
山
駅

東
口
の
館
山
市
観
光
協
会
、
館
山

商
工
会
議
所
、
市
役
所
ロ
ビ
ー

　
年
会
費
／
個
人
１
口
２
千
円
、

法
人
１
口
２
万
円
（
何
口
で
も
可
）

　
問
合
せ
／
市
観
光
協
会
（
!

22

―
２
０
０
０
）
館
山
商
工
会

議
所
（
!

22
―
８
３
３
０
）

ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
後
援
会

　
下
水
道
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
下
水
道
処
理
施
設
、
鏡
ケ
浦

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
希

望
者
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
申
込
み
は
事
前
に
ご
連
絡
下
さ

い
。
土
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

　
問
合
せ
・
下
水
道
課
施
設
係

（
!
24
―
５
６
１
１
）

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

　
　
見
学
を
希
望
者
に

　
図
書
館
で
は
、
俳
句
講
座
と
文
学
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
申
込
み
は

い
ず
れ
も
６
月
１
日
（
日
）
ま
で
に
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

　
問
合
せ
／
市
図
書
館
（
!

22
―
０
７
０
１
）

　
平
安
時
代
の
女
流
文
学
の
中

す
が
わ
ら
の
た
か
す
え
の
む
す
め

か
ら
菅
原
孝
標
の
女
の
回
想
記

「
更
科
日
記
」
の
解
釈
と
鑑
賞

を
行
い
ま
す
。

　
日
時
／
６
月
17

日
、
７
月
15

日
、
８
月
19
日
、
９
月
17
日
、
10

月
21

日
、
11
月
18
日
、
12
月
16

日
、
１
月
20
日
、
２
月
17
日
、
３

月
16
日
（
毎
月
第
３
火
曜
日
）
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
場
所
／
図
書
館
集
会
室

　
講
師
／
岡
田
重
雄
氏

　
定
員
／
30
人

●
俳
句
講
座

●
文
学
講
座

図
書
館
で 

俳
句
講
座
と
文
学
講
座

 

日
時
／
６
月
18
日
（
水
）
午
前

７
時
30
分
～
受
付
【
雨
天
決
行
・

荒
天
中
止
】

　
会
場
／
房
州
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

 

対
象
／
18
歳
以
上
の
市
民

 

定
員
／

160
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
） 市

民

  

ゴ
ル
フ
大
会

 

参
加
費
／
５
千
円
（
プ
レ
ー

代
、
賞
品
代
、
保
険
料
な
ど
）

 
競
技
方
法
／
18
ホ
ー
ル
ス
ト

ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、
ペ
リ
ア
方
式
。

乗
用
カ
ー
ト
（
４
人
乗
り
）
使
用
。

 

申
込
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に

「
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
希
望
」
と

し
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
、
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ

プ
、
自
動
車
運
転
免
許
証
の
有
無

を
記
入
し
て
、
応
募
先
ま
で
。

　
締
切
／
６
月
６
日
（
月
）
必
着

 

※
組
合
せ
や
ス
タ
ー
ト
な
ど
、
返

信
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。
同
伴

者
の
指
定
・
組
合
せ
の
変
更
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒

294

―

８
６
０
１
ス
ポ
ー
ツ
課
（
!

22

―
３
６
９
６
）

　対象地区

野外撮影

菜の花ホール

野外撮影

菜の花ホール

 ６月18日（水）

 ７月 2日（水）

 7月16日（水）

12月 3日（水）

 2月 4日（水）

 2月18日（水）

▼初歩の写真教室日程

　9:00～13:00

　9:00～13:00

13:30～15:30

  9:00～13:00

　9:00～13:00

13:30～15:30

　日　　程

初歩の写真撮影教室
　自然や人物などの撮影のコツや作品鑑賞、

野外撮影などを行います。

　日程・場所／表のとおり

　講師／岩下久夫氏

　定員／20人（応募多数の場合は抽選）

　締切／６月５日（木）

　問合せ・申込み／菜の花ホール内北条地区

公民館（! 24－1515）【電話は午前８時

3 0 分から午後５時までにお願いします】

集募

1213 だん暖たてやま 平成15年５月15日

市
民
グ
ル
ー
プ
の
ま
ち
づ
く
り
を

応
援
し
ま
す

特特特特特色色色色色あああああるるるるるまままままちちちちちづづづづづくくくくくりりりりり活活活活活動動動動動支支支支支援援援援援事事事事事業業業業業

平
成
15
年
第
２
回

市
議
会
定
例
会
の

招
集
予
定
日
は

６
月
16
日
（
月
）
で
す

市
民
歩
こ
う
会

 

日
本
森
林
浴
百
選
の

　
　
　
　 

道
を
歩
く

昨年のロッテ館山デー



　
大
田
区
立
館
山
養
護
学
校
で
は
、
学

校
が
休
み
の
土
曜
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
サ
ッ

カ
ー
や
釣
り
、
磯
遊
び
な
ど
を
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
次

の
期
間
の
う
ち
、
１
日
だ
け
で
も
結
構

で
す
。
こ
の
学
校
は
、
大
田
区
内
の
喘

息
、
肥
満
の
解
消
を
め
ざ
す
子
ど
も
た

ち
が
、
全
寮
制
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
期
間
／
６
月
14
日
、
10
月
25
日
、
11

月
22
日
、
２
月
21
日

　
時
間
／
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
頃

（
日
に
よ
っ
て
時
間
の
変
更
が
あ
り
ま

す
）

　
問
合
せ
／
大
田
区
立
館
山
養
護
学
校

（
!

28
―
１
８
１
１
）
教
頭
黒
田

1415 だん暖たてやま 平成15年５月15日

集募

子ども市民大学6月のプログラム
問合せ／生涯学習課（!22－3698）

土
曜
日
の
指
導
員

市営50ｍプール（宮城）の監視員

資格／18歳（高校生は不可）～30歳までの

　　　泳げる人

定員／若干名

期間／６月29日（日）～８月31日（日）まで

勤務時間／午前８時30分～午後５時15分

賃金／915円/時間

締切／６月1 3 日（金）

問合せ・申込み／スポーツ課（! 22―3696）

　 親 子 い っ し ょ に 自 然 の 中

で、野外体験などを重ねなが

ら豊かな心を育みます。

　今年は、４つのコースに分

けて開催します。１コースの

みの申込が原則ですが、定員

に満たないコースがある場合

は、他のコースにも参加でき

ます。

  6月14日（土）

  7月  4日（金）

  8月23日（土）

　

  8月

  9月

11月

12月

10月

10月

11月

  1月

  3月

隆起サンゴを観て

サンゴ水を飲んでみよう！

手作り道具をもって

海のほたるを見に行こう！

シーカヤックに乗ってみよう

そばを育てて食べよう①

～秋そばの種まき～

そばを育てて食べよう②

～草取り～

そばを育てて食べよう③

～実りの秋　刈り取り～

そばを育てて食べよう④

～手打ちそばで忘年会～

秋の野山でキャンプしよう

～キャンプ前のオリエンテーション～

秋のキャンプ1泊2日

安房十一名山制覇シリーズ③

安房十一名山制覇シリーズ④

野草を食べよう

海辺の体験コース（今回募集）

農業体験コース（後日募集）

キャンプ体験コース（後日募集）

里山体験コース（後日募集）

たてやまパパママ子育て塾

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の
小
中
学
校
で

活
動
す
る
学
校
支
援
「
マ
イ
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
を
随
時
募
集
し
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
能
力
を

学
校
現
場
で
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、
「
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
」
づ
く
り
を
め
ざ
す
も
の
で

す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
無
報
酬
で
す
が
、
教
育
委

員
会
で
傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
す
。
年
齢
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
「
学
校
で
こ
ん
な
こ
と
を
し

た
い
」
と
い
う
意
向
で
構
い
ま
せ
ん
が
、
考
え
ら

れ
る
一
例
と
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
環
境
整
備
／
花
壇
・
樹
木
の
剪
定
、
大
工
仕
事

　
教
科
の
教
師
補
助
／
理
科
の
実
験
、
調
理
、

裁
縫
、
木
工
、
金
工
、
体
育
指
導
、
ピ
ア
ノ
伴

奏
、
英
会
話
、
書
道
、
読
み
聞
か
せ
、
パ
ソ
コ

ン
、
昔
の
遊
び
（
竹
馬
、
あ
や
と
り
）
な
ど

　
ク
ラ
ブ
や
部
活
動
／
小
学
校
で
の
陸
上
競

技
、
水
泳
、
器
械
体
操
な
ど
。
中
学
校
で
の
部

活
動
の
技
術
指
導
な
ど
。

　
申
込
み
／
市
内
各
小
中
学
校

　
第
１
回
締
切
／
６
月
16
日
（
月
）

　
派
遣
／
学
校
教
育
課
か
ら
各
自
に
通
知

　
問
合
せ
／
学
校
教
育
課
（
!

22

―
３
６
９

８
）

学
校
支
援「
マ
イ
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　　
日
程
／
６
月
７
日
（
土
）、
21
日
（
土
）、
７
月

12
日
（
土
）、
27
日
（
日
）

　
時
間
／
い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

　
場
所
／
北
条
小
学
校
プ
レ
イ
ル
ー
ム

　
講
師
／
全
国
学
生
フ
ラ
メ
ン
コ
連
盟
Ｏ
Ｇ
、

市
民
サ
ー
ク
ル
「
ヒ

ラ
ソ
ル
」

　
定
員
／
親
子
な
ど

20
組

　
対
象
／
保
育
園
・

幼
稚
園
児
か
ら
小
学

生　
受
講
料
／
無
料

　
服
装
／
子
ど
も
は

親
子
フ
ラ
メ
ン
コ
教
室

軽
装
、
普
段
着
。
お
母
さ
ん
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
フ

レ
ア
ス
カ
ー
ト
。
お
父
さ
ん
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
Ｇ

パ
ン
。

　
靴
／
子
ど
も
は
上
履
き
な
ど
。
大
人
は
底
の

や
わ
ら
か
い
も
の
（
ス
ニ
ー
カ
ー
可
）

　
申
込
み
／
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
に
「
親
子
フ
ラ
メ
ン
コ
教
室
希
望
」
と
し
、

①
代
表
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、②
参

加
希
望
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
（
学
年
）、
性
別

を
記
入
し
て
申
込
先
ま
で

　
締
切
／
６
月
２
日
（
月
）

　
問
合
せ
・
申
込
先
／
〒

294
―
０
０
４
７
　
館

山
市
八
幡

821
　
館
山
商
工
会
館
内
エ
ス
ペ
ラ
ン

サ
館
山
事
務
局
（
!

090
―
２
７
５
５
―
４
０

３
２
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23

―
４
０
１
１
、
Ｅ
メ
ー
ル

　e
sp

e
ra

n
z
@

a
w

a
.o

r.jp

）

　今回は、海辺の体験コースの募集です。他のコース

は後日、募集します。

　日程／表のとおり

　塾長／渡辺一義氏（レクインストラクター）

　対象／小学生（３～６年生）とその親、家族２０組

　　　　程度（応募多数の場合は抽選）

　参加費／傷害保険料、材料費など実費負担

　申込締切／６月９日（月）

　問合せ・申込み／中央公民館（! 23－3111）

日　　時 プログラム（会場等） 定員・対象 問 合 せ 先 コ ー ス

毎日曜日
祝日

 14日
（土）

15日
（日）

6/22
まで

稚魚の放流教室
安房博物館
!22－8608

14:00～
かがみがうらコース

智
小学生
40人

おはなし会
館山市図書館
!22－0701

14:00～
ぶんがくコース

孝

小学校
低学年
60人

囲碁・将棋教室
小学生
30人

館山市中央公民館
!23－3111

わんぱくコース
悌13:30～

おはなし会
館山市図書館
!22－0701

14:00～
ぶんがくコース

孝

21日
（土）

館山市図書館
!22－0701

10:30～ 60人
幼児

６日
（金）

おはなし会（幼児向け）

プラネタリウム一般公開
（へびつかい座）

大房岬少年自然の家
!33－4561

10:15～
たいぶさコース

仁
一般

200人

10:30～
甲冑を着よう
（観覧料として小中学生80円、一般150円）

小学生以上
の入館者

館山市立博物館
!23－5212

しろやまコース
信

パネルシアター入門教室 小学３年生
以上20人

館山市中央公民館
!23－3111

わんぱくコース
悌

13:30～

企画展「安房の伝統工芸」
安房博物館
!22－8608

 9:00
～16:30

かがみがうらコース
智

一般

28日
（土）

安房博物館教室
万祝染め（有料）

安房博物館
!22－8608

13:30～
かがみがうらコース

智
小学４年生
以上20人

おはなし会
館山市図書館
!22－0701

14:00～
ぶんがくコース

孝

小学校
低学年
60人

  7日
（土）

ギャラリートーク
安房博物館
!22－8608

14:00～
かがみがうらコース

智
一　般
20人

小学生
低学年
60人

囲碁・将棋教室
小学生
30人

館山市中央公民館
!23－3111

わんぱくコース
悌13:30～

おはなし会
館山市図書館
!22－0701

14:00～
ぶんがくコース

孝

小学生
低学年
60人

安房学講座
「これからの沿岸漁業」

安房博物館
!22－8608

14:00～
かがみがうらコース

智
一般
80人



　　　施　設　名

館山特別養護老人ホーム

赤門なのはな館

小林病院

館山病院

北条病院

  電話番号

23－4831

29－2700

27－3811

22－1122

23－1966

　　施　　設

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

施
設
で
の
サ
ー
ビ
ス

　安房医師会病院では、年間365日24 時間体制で、救急患者を受け入れています。
病院内には、初期診療施設として、安房郡市夜間急病診療部（午後７時～午後10時・年中
無休）が設置されています。

16日（月）

17日（火）

18日（水）

19日（木）

20日（金）

21日（土）

22日（日）

23日（月）

24日（火）

25日（水）

26日（木）

27日（金）

28日（土）

29日（日）

30日（月）

 1日（日）

 2日（月）

 3日（火）

 4日（水）

 5日（木）

 6日（金）

 7日（土）

 8日（日）

 9日（月）

10日（火）

11日（水）

12日（木）

13日（金）

14日（土）

15日（日）

太田整形外科医院(市内)　! 23－2318

東条病院(鴨川市)　!0470－92－1207

富山国保病院(富山町)   !58－0301

鋸南病院(鋸南町)       !55－2125

小田病院（鴨川市）  !0470－92－1128

伊藤胃腸科クリニック(鴨川市)

         　     !0470－92－2231

鴨川市立国保病院( 鴨川市)

　　　　　　　　　!0470－97－1221

鋸南病院(鋸南町)       !55－2125

赤門整形外科内科(市内)　!22－0008

白浜中央医院（白浜町）　  !38－2751

富山国保病院(富山町)   !58－0301

東条病院(鴨川市) !0470－92－1207

小田病院（鴨川市）  !0470－92－1128

伊藤胃腸科クリニック(鴨川市)

         　     !0470－92－2231

鴨川市立国保病院( 鴨川市)

　　　　　　　　　!0470－97－1221

小田病院（鴨川市）  !0470－92－1128

鋸南病院(鋸南町)       !55－2125

金子医院(千倉町) 　　　 !44－0152

症状によっては対応できない場合もあります。
判断できない場合は、当日の夜間待機施設か

安房郡市消防本部（!22－2233）へ問い合わせてください。

【休日・夜間】

6月

安房医師会病院
　!25－5111
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◇
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◇
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◇
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◇
◆
◇
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◇
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◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
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◇
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◇
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◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

夜間救急・休日救急

　安房医師会病院以外の夜間救急は、次のとおりで、夜間待機施設として、
午後５時から翌朝８時まで診療します。

【休日】は休日当番医です。【休日・夜間】は、休日当番医で夜間救急も行います。

ワン！

【休日・夜間】

【休日】
【休日・夜間】

※都合により、当番医が変更になる場合があります。

　
今
回
は
、
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設
に
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す
る
「
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を
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し
ま
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介
護
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介
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介
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保
健
施
設
」
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型
医
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」
の
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つ
に
分
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さ
れ
、

「
要
介
護
」
の
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を
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け
た
人
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所
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対
象
と
な
り
ま
す
。
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富山国保病院(富山町)   !58－0301

東条病院(鴨川市) !0470－92－1207

赤門整形外科内科(市内)　! 22－0008

伊藤胃腸科クリニック(鴨川市)

         　     !0470－92－2231

鴨川市立国保病院(鴨川市)

　　　　　　　　 ! 0470－97－1221

鋸南病院(鋸南町)       !55－2125

館山病院(市内)   　　　!22－1122

和頴医院（白浜町）　　　 ! 38－2313

富山国保病院(富山町)   !58－0301

東条病院(鴨川市) !0470－92－1207

小田病院（鴨川市）  !0470－92－1128

伊藤胃腸科クリニック(鴨川市)

         　     !0470－92－2 2 3 1

鴨川市立国保病院( 鴨川市)

　　　　　　　　　! 0470－97－1221

赤門整形外科内科(市内)　! 22－0008

小田病院（鴨川市）  !0470－92－1128

富山国保病院(富山町)   !58－0301

【休日】

【休日】

安房医師会病院では、小児科の診療も行っています。

月曜日から金曜日の9:00～14:30は、紹介・予約が必要です。

日曜日、祝日の9:30～16:00は、救急のみの診察です。

他の時間帯は、内科医による初期診療です。

　
介
護
老
人
福
祉
施
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（
特
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護
老
人

ホ
ー
ム
）

　
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
で
常
に
介
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の
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を
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中
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護
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、
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院
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ど
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※は小・中学校向けにも利用できます。◆出前講座「でまえ・いっしょ」のメニュー

講　　座　　名 講　　座　　名分　類 分　類№ №

　広報紙・学校新聞づくり

　市町村合併を考えよう

　国際交流講座※

　館山市総合計画の概要

　女性施策

　情報公開制度とは

　議会の傍聴

　議会って※

　たいせつな選挙※

　館山市の財政事情

　わかりやすい税のはなし※

　市民課窓口業務

　すくすく子育て講座

　女性のための健康講座

　高齢者健康講座

　栄養講座※

　生活習慣病予防講座

　防災講座※

　地震体験講座※

　防火対策講座※

　救急講習

　障害者の福祉サービス

　少子化対策・子育て支援

　超高齢社会と介護・福祉制度

　国民健康保険講座

　国民年金講座

　館山の観光について※

　特殊販売に気をつけよう

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

館山市の農業・水産業について※

農業委員会の仕事とは

農地転用のあらまし

小中学生向け新エネルギー講座

ごみの減量とリサイクル

館山市のごみはどう処理するの？※

きれいな川にするために※

水道の維持管理

下水道のはなし※

家を建てるときの手続き

地区計画とまちづくり

こう変わる館山市の玄関

教育委員会はどんな仕事をするところ※

総合的な学習とは

視聴覚教材の利用と16ミリ映写機の操作

スポーツ施策の現状

青少年の健全育成

図書館のおはなし

子育て講座

公民館って何をするところ※

館山市の伝統的工芸品※

発掘のはなし※

文化財ってな～に？※

古代の海上交通とたてやま※

戦争遺跡のはなし

戦国時代のお城とまち※

八犬伝物語

あの人の話を聞きたい

市長と語ろう

健康

防災

消防
救急

福祉

観光

消費

市政

環境

建築

都市
建設

教育

歴史

特別

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

産業

　生涯学習出前講座「でまえ・いっしょ」は、市職員が講師として出向いて、市の事

業や施策などをお話しする制度です。みなさんの学習活動にお役立てください。

　内容／全部で57講座。メニューの中から好きな講座をお選びください。

生涯学習出前講座 でまえ・いっしょ 市職員がおじゃまします！

　対象／市内在住・在勤・在学の10人以上のグループ。

　開催日時／午前９時～午後９時まで。１講座、１時間以内。

（国民の祝日、年末年始は除く）

　会場／市内（公民館、集会所、学校など）【会場の確保、

当日の進行は申込者側で行ってください】

　費用／無料

　申込・問合せ／希望日の20日前までに、申請書を提出。

※営利を目的としたり、個別の相談・要望など、出前講座の趣

旨に合わない場合は、実施できないことがあります。

　申込・問合せ／生涯学習課（! 22―3698）

【休日・夜間】

【休日・夜間】

【休日】

市内の各施設
　
　
　
ポ
イ
ン
ト
介
護
保
険 

24



館山駅市民ギャラリー
市民のサークル活動などの発表の場として利用できます。

主催者の都合により変更になることがあります。

問合せ／都市計画課 !22－3612

平成15年５月15日 18

６月のイベント
　　インフォメーション

５月１日現在の申込み分を掲載。

主催者の都合により変更になることがあります。

問合せ／中央公民館 ! 23－3111

秋津書道展並び習作展
21日（土）

22日（日）

26日（木）

27日（金）

28日（土）

13:00～19:00

 9:00～16:00

13:00～16:00

 9:00～16:00

 9:00～14:00

倫理研究所

　秋津書道会　! 22-1962

安房書道会　　! 22-2424

日　程 催　　物　　名開催時 間 主　催　者

コミュニティセンター

館山発見伝展

海の絵コンテスト入賞作品展

5/28～6/10

6/11～6/30

日　程 催　　物　　名

５月１日現在の申込み分を掲載。

主催者の都合により変更になることがあります。

問合せ／千葉県南総文化ホール !22－1811

千葉県文化振興財団ホームページ　http://www.cbs.or.jp

南総文化ホール
6月の休館日／2日、9日、16日、23日、30日

第５回あわ夢まつり

第5 3回合唱コンクール

映画　クレヨンしんちゃん

～嵐を呼ぶ　栄光のヤキニクロード～

社会保険事務説明会

ヤマハ音楽教室エレクトーンフェスティバル

スタジオ19 　10 周年記念歌謡ショー

花沢流蕃扇会チャリティー

安房支部発表会

ライトミュージックフェスティバルインアワ

１日（日）

５日（木）

８日（日）

11日（水）

15日（日）

21日（土）

22日（日）

29日（日）

　13:00～16:00

　 9:00～11:40

①11:00～12:30

②14:00～15:30

　13:30～16:00

　

　13:30～16:00

　９:15～17:00

　10:30～16:00

　11:00～19:30

あわ夢まつり実行委員会! 22-6790

安房南高等学校　 !22-3201

ペニンシュラ　　 !23-8802

木更津社会保険事務所

　　　　　　!0438-23-7613

(株）松田屋      !22-5661

スタジオ19　　　 !44-1918

花沢流蕃扇会　　 !46-2327

安房支部

南総文化ホール　 !22-1811

有　料

無　料

有　料

関係者

無　料

有　料

有　料

有　料

大 

ホ 
ー 
ル

日　時 催　　物　　名 使 用 時 間 帯 入場方法 主　催　者

小 

ホ 

ー 

ル

第５回あわ夢まつり

安房地方健歯児童･生徒表彰会

館山音楽鑑賞協会№ 8 2演奏会

神谷百子マリンバリサイタル

フラメンコペーニャベルデライブ №３

千葉県指定保安講習会

田代誠　テノールコンサート

幸チャリティー

四方章人カラオケ勉強会

サユリ会いろおんぷ教室発表会

きみづかピアノ発表会

第38 回日本舞踊ゆかたざらい会

 1日（日）

 5日（木）

 7日（土）

 8日（日）

13日（金）

14日（土）

21日（土）

22日（日）

28日（土）

29日（日）

あわ夢まつり実行委員会! 22-6790

安房地方学校保健会 !22-3876

館山音楽鑑賞協会 !22-3698

フラメンコペーニャベルデ !23-1977

（社）千葉県ＬＰガス協会

　　　　　　!043-246-1725

田代誠　友の会　 !38-3108

カラオケ喫茶　幸

　　　　　　　　 !23-6430

サユリ会　　　　 !55-2825

君塚陽子 　!0470-93-7228

日本舞踊瑳川流家元　　　　

瑳川八千代　　　! 24-2480

　13:00～16:00

　13:00～16:00

　14:00～16:00

　

　13:30～15:30

　13:30～16:00

　

　18:30～20:30

　 9:20～17:00

　

　10:00～15:30

　13:30～16:00

　12:30～16:00

有　料

関係者

有　料

無　料

関係者

有　料

無　料

無　料

無　料

無　料

習字コンクール

相談はすべて無料です（結婚・介護相談以外は、土曜・日曜・祝日は休みます）
秘密は厳守されますからお気軽にご相談ください

こんなことあんなこと相談案内 お気軽にどう　ぞ　

（一般相談員による相談）
日時／毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
　　　午前10時～午後３時
（専門相談員による相談）
日時／毎月第１、第３火曜日
　　　午後１時～午後３時
対象／一般相談員の相談を受けた人、
　　　１日４人まで
場所／市民センター
問合せ／社会福祉協議会  TEL 23－5068

家庭教育
生活習慣、登校拒否、非行の相談など
日時／月曜～金曜日 午前９時～午後４時
場所／中央公民館
問合せ／TEL 23－3111

精神保健
不眠、イライラ、対人関係、老人ボケ等の心配
日時／６月３日（火）・６月10日（火）
　　　６月17日（火）・６月24日（火）
　 　　午後１時30分～午後３時
場所／安房保健所
申込／安房保健所（TEL 22－4511）に予約必要

乳幼児
◎乳児健診
　日時／６月17日（火）
　対象／４か月児
　受付時間／午後１時30分～２時30分
◎乳児相談（１歳未満の乳児）
　日時／６月９日（月）
　受付時間／午前９時30分～10時30分
◎１歳６か月児健康診査
　日時／６月５日（木）
　対象／平成13年11月生まれ児
　受付時間／午後１時20分～１時40分
◎３歳児健康診査（３歳６か月児）
　日時／６月26日（木）
　対象／平成11年12月生まれ児
　受付時間／午後１時20分～１時40分
※場所は保健センター（TEL 23－3113）

消費生活
商品のサービスや苦情・問合せ
日時／６月５日・19日
　　　午前９時～午後４時
場所・問合せ／市民相談室

市民生活
市民生活あれこれ、お気軽にどうぞ
日時／毎日　午前９時～午後５時
場所・問合せ／市民相談室

結  婚
日時／毎月第１、第３日曜日
     　午前10時～午後４時
場所／市役所４号館
問合せ／社会福祉協議会　TEL 23－5068

年  金
厚生年金など（館山市役所は偶数月に開催）
日時・場所／６月19日（木）　館山市役所
　　　　　 午前10時～午後２時
8時30分前に車で来庁する場合は、交通規制が
ありますので、三中側からお入りください。
問合せ／市民課年金係　TEL 22－3418

交通事故
電話でもできます
日時／毎日午前９時～午後４時30分
場所／交通事故相談所安房支所（安房支庁内）
問合せ／TEL 22－7111 内線371

◎希望します【希望条件】
【相談】祭礼用衣裳（どんぶり上下）、折りた
　　　  たみベッド、黒板（チョーク１ｍ位）、
　　　　扇子（日本舞踊用）
◎譲ります【希望条件】

●６月の古紙・紙パック収集日

地  区 名 古　紙 紙パック

 1日（日）

17日（火）

 8日（日）

24日（火）

13日（金）

29日（日）

12日（木）

 9日（月）

26日（木）

25日（水）

19日（木）

 5日（木）

12日（木）

26日（木）

12日（木）

館        山

北        条

那古・船形

西岬・富崎

神        戸

豊        房

館野・九重

○新聞、雑誌、ダンボールに分けてごみ
　搬出場所ヘ
○収集日の午前８時30分までに
○雨でも収集します。濡れないように、
　ビニールなどで覆ってください
○紙パックは切り開き、洗ってたばねて
　ください
問合せ／環境保全課　TEL 22－3354

19 だん暖たてやま

行政相談

人権相談
日時／毎週水曜日　午後１時～午後４時
※祝日の場合は前日または後日　　
場所・問合せ／千葉地方法務局館山支局
　　　　　　　人権相談室　TEL22―0620

国など、行政への苦情や意見、要望
日時／６月16日（月）午前10時～午後３時
場所／船形地区公民館
問合せ／市民相談室（TEL22－3199）

児  童
家庭関係・養育間題など
日時／毎日午前８時30分～午後５時
場所／家庭児童相談室
　　　TEL 22－3111 内線576

身障・知的障害
日時／身障障害：毎月第２金曜日
　　　知的障害：毎月第４火曜日
　　　午後１時～午後３時
場所／身障障害：伊賀整形外科クリニック
　　　知的障害：田村病院
申込・問合せ／社会福祉課に必ず事前に申し
　　　込みをしてください。
　　　TEL 22－3492

介  護
在宅での介護に関する心配ごと、悩みごと
日時／24時間・毎日
場所／館山市在宅介護支援センター
　　　なのはな　　　TEL 29－2800
　　　ほほえみ　　　TEL 27－6411
　　　たてやま　　　TEL 25－7191
      安房医師会     TEL 25－5030

心配ごと

問合せ/商工課消費生活係 　TEL22－3956

不用品情報コーナー

【無料】
【  1,000円】
【  3,000円】
【  5,000円】
【10,000円】
【40,000円】

２段ベッド（下段のみ）
ワンドア冷蔵庫
ベビーベッド
フラメンコシューズ（24.5cm新品）
学生服（17 0A新品）
ボートランチャー（新品）
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